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この目の前の「秀吉」なる男が、いずれ天下人となることを彼女は見通したのだろうか。
親の反対を押し切り、織田信長に仕える一介の足軽と結婚した「おね」は、
東奔西走する夫の留守を守り、多くの養子を育て、家臣や領民への心配りも忘れなかった。
むしろ彼女こそが、秀吉の天下人への道を明るく照らしたのかもしれない。
浅井長政の娘、茶 （々淀殿）が正妻として並び立っても、
秀吉の死後はともに豊臣家の存続に力を尽くした。
それでも、大坂夏の陣で大坂城は燃え落ち、豊臣家は滅びる。
「おね」が見つめた、人生の輝きと影。
一人の女性の生涯が戦国という特殊な時代を浮かび上がらせる。

田端泰子氏には、豊臣秀吉の正妻・高台院おねの生涯と果たした役割についてお話しいただき、
本郷和人氏には、戦国時代を生きた女たちの強さと弱さに迫っていただきます。

平成２７年１２月１１日（金）
開場 午後5時 開演 午後6時（午後8時45分終了予定）
よみうりホール（東京都千代田区有楽町1-11-1）
 ＪＲ・地下鉄有楽町線有楽町駅より徒歩１分
 1 , 1 0 0人　
 1 , 0 0 0円（税込） 当日お支払いいただきます。
平成２７年１１月９日（月）必着
右のハガキを切りとり、切手を貼ってお申し込み下さい。
 （２人までご応募いただけます。）
通常ハガキでもお申し込みになれます。その場合は右ハガキの枠内の
事項をご記入ください。（２人でお申し込みの場合は２人分）

※募集人数を超えた場合は抽選とさせていただきます。
　参加いただく方には入場整理券をお送りいたします。
「講座 歴史の歩き方」事務局  
 Tel．03-6688-7884  （平日 午前10時～12時／午後１時～5時半）

公益財団法人ＪＲ東海生涯学習財団　　
京都市
東海旅客鉄道株式会社
株式会社ジェイアール東海エージェンシー

表面：「紙本著色醍醐花見図屏風」（部分 国立歴史民俗博物館藏）


